
２０１３年１月号１９

日
光
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
の
催
し

◎
豆
ま
き
ご
っ
こ

と
　
き
　
１
月
　
日（
木
）　
①
午
前
　
時
　
分
〜
正
午

３１

１０

３０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
午
後
１
時
　
分
〜
３
時

３０

※
か
ん
た
ん
工
作
、
お
話
し
会
、
豆
ま
き
ゲ
ー
ム
な
ど
、
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
楽
し
く
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
外

と
こ
ろ
・
申
込
先
・
く
わ
し
く
は

日
光
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば（
日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
　
）３
０
０
１

５４
鬼
怒
川
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
の
催
し

マ
マ
の
ミ
ニ
学
習
会

◎
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン

　
〜
豆
ま
き
ゲ
ー
ム
〜

と
　
き
　
１
月
　
日（
水
）　
午
前
　
時
〜
正
午

１６

１０

参
加
費
 
　
円
５０

◎
マ
マ
の
や
さ
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

と
　
き
　
１
月
　
日（
水
）　
午
前
　
時
　
分
〜
　
時
　
分

２３

１０

３０

１１

３０

講
　
師
　
 阿
  久
  津
 あ
す
か
氏

あ
 
く
 
つ

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

と
こ
ろ
・
申
込
先
・
く
わ
し
く
は

鬼
怒
川
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば（
藤
原
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
　
）０
８
８
１

７６

※
各
施
設
と
も
、
年
末
年
始
休
業
日
は
、
　
月
　
日（
土
）〜

１２

２９

　
１
月
３
日（
木
）

そ
の
他
の
催
し

◎
保
育
園
で
あ
そ
ぼ
う
よ
外

　
〜
人
形
劇
〜

と
　
き
　
２
月
５
日（
火
）　
午
前
　
時
〜
　
時

１０

１１

と
こ
ろ
・
申
込
先
・
く
わ
し
く
は

日
光
保
育
園
　
☎（
　
）０
８
９
２
　

５４
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関
節
リ
ウ
マ
チ
は
関
節
症
状
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
身
症
状
と
し
て
疲

れ
や
す
さ
・
脱
力
感
・
体
重
減
少
・
食

欲
低
下
・
下
痢
・
便
秘
・
発
熱
な
ど
の

他
、
合
併
症
も
多
く
、
頻
度
が
多
い
も

の
に
次
の
よ
う
な
疾
患
が
あ
り
ま
す
。

①
悪
化
す
る
と
呼
吸
困
難
と
な
る
肺
繊

維
症
　
②
目
や
口
の
中
が
乾
く
シ
ェ
ー

グ
レ
ン
症
候
群
　
③
甲
状
腺
機
能
の
悪

化
　
④
う
つ
状
態
　
⑤
骨
粗
し
ょ
う
症

⑥
腎
障
害
　
⑦
心
障
害
な
ど
。

　
関
節
の
腫
れ
や
痛
み
が
強
い
状
態
が

続
く
こ
と
を
、
リ
ウ
マ
チ
の
活
動
性
が

高
い
と
い
い
ま
す
。
安
静
に
し
て
い
て

も
痛
み
が
あ
り
、
関
節
を
動
か
す
と
さ

ら
に
痛
み
が
強
く
な
り
ま
す
。
こ
の
時

期
に
は
全
身
と
関
節
の
安
静
、
十
分
な

睡
眠
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
一
日
一

回
は
関
節
が
動
く
範
囲
を
十
分
動
か
す

こ
と
が
大
切
で
す
。
リ
ウ
マ
チ
の
活
動

性
が
低
く
な
り
、
症
状
が
軽
い
と
き
は

普
通
に
日
常
生
活
を
送
れ
ま
す
が
、
過

労
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
リ
ウ
マ
チ

体
操
な
ど
を
適
度
に
行
う
と
関
節
の
変

形
や
こ
わ
ば
り
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
冷
や
す
と
関

節
痛
が
強
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、
夏
も

冷
房
の
風
が
直
接
当
た
る
の
を
避
け
、

関
節
の
保
温
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
比
較
的
若
い
女
性

に
多
い
た
め
、
妊
娠
・
出
産
・
授
乳
な

ど
を
心
配
す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

発
病
は
遺
伝
だ
け
で
は
な
く
、
必
ず
し

も
子
ど
も
が
発
病
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
必
要
以
上
に
心
配
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
関
節
リ
ウ
マ
チ

に
使
用
さ
れ
る
一
部
の
薬
剤
は
、
胎
児

に
奇
形
を
起
こ
す
確
率
が
高
く
、
妊
娠

前
後
の
使
用
は
不
適
当
で
す
。
妊
婦
に

も
胎
児
に
も
影
響
の
小
さ
い
薬
剤
を
選

択
し
ま
す
。
母
親
が
関
節
リ
ウ
マ
チ
で

あ
っ
て
も
薬
剤
を
服
用
し
て
い
な
け
れ

ば
、
授
乳
は
乳
児
に
全
く
害
毒
を
与
え

ま
せ
ん
。
ま
た
、
母
親
が
薬
剤
を
服
用

し
て
も
母
乳
に
移
行
す
る
の
は
１
〜
２

％
の
み
で
、
妊
娠
初
期
の
胎
児
へ
の
影

響
に
比
べ
れ
ば
授
乳
に
よ
る
影
響
は
小

さ
い
と
い
え
ま
す
。
一
般
に
治
療
に
使

わ
れ
る
消
炎
鎮
痛
剤
や
一
部
の
抗
リ
ウ

マ
チ
薬
、
極
少
量
の
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
な

ど
は
、
ほ
ぼ
安
全
に
使
用
で
き
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
産
科
の
主
治
医
あ
る

い
は
リ
ウ
マ
チ
専
門
医
と
よ
く
相
談
し
、

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
く
だ
さ
い
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
②

〜
合
併
症
と
生
活
〜

広報 にっこう １８

警
察
か
わ
ら
版

※
特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

◎
子
育
て
健
康
相
談
ｂ
ｙ
保
健
師

　
〜
確
か
め
て
 
ホ
ッ
ト
安
心
 
健
や
か
子
育
て
〜

と
　
き
　
１
月
９
日（
水
）　
午
前
　
時
　
分
〜
　
時
　
分

１０

１５

１１

４５

◎
親
子
ふ
れ
あ
い
歌
あ
そ
び
を
楽
し
も
う
外

と
　
き
　
１
月
　
日（
水
）　
午
前
　
時
　
分
〜
　
時
　
分

１６

１０

３０

１１

１５

◎
マ
マ
の
ミ
ニ
学
習
会
「
子
育
て
編
」

　
〜
親
子
で
楽
し
む
絵
本
の
世
界
〜

と
　
き
　
１
月
　
日（
火
）　
午
後
２
時
〜
３
時
　
分

２２

３０

講
　
師
　
 髙
 

た
か

 橋
  貴
  美
  子
 氏

は
し
 き
 
み
 
こ

申
込
期
限
　
１
月
　
日（
月
）

２１

◎
パ
パ
も
一
緒
で
う
れ
し
い
な
外

　
〜
鬼
の
お
面
作
り
と
豆
ま
き
〜

と
　
き
　
１
月
　
日（
日
）　
午
前
　
時
　
分
〜
　
時
　
分

２７

１０

３０

１１

４５

定
　
員
　
親
子
　
組（
先
着
順
）

２０

申
込
期
限
　
１
月
　
日（
水
）

２３

◎
マ
マ
の
ミ
ニ
学
習
会
「
か
ら
だ
編
」

　
〜
子
ど
も
の
病
気
〜

と
　
き
　
２
月
６
日（
水
）　
午
後
２
時
〜
３
時
　
分
３０

講
　
師
　
 吉
  原
  重
  美
 氏

よ
し
 は
ら
 し
げ
 み

申
込
期
限
　
２
月
４
日（
月
）

※
お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す
。

◎
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

　
〜
保
育
士
と
あ
そ
ぼ
う
外
〜

と
　
き
　
２
月
８
日（
金
）　
午
前
　
時
　
分
〜
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

定
　
員
　
家
族
　
組（
先
着
順
）

１００

申
込
期
限
　
２
月
６
日（
水
）

と
こ
ろ
・
申
込
先
・
く
わ
し
く
は

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎（
　
）２
２
９
９

２２

帰
「
ど
ん
な
事
件
・
事
故
か
」

帰
「
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」

帰
「
犯
人
の
特
徴
は
」

恭
イ
ベ
ン
ト
開
催

　「
　
番
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
１
月
　

１１０

１０

日
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

①
東
武
日
光
駅
舎
ロ
ビ
ー

帰
時
間
　
午
前
９
時
　
分
〜
　
時
　
分

３０

１０

３０

帰
内
容
　
模
擬
　
番
体
験

１１０

　
　
　
　
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

②
東
武
鬼
怒
川
温
泉
駅
前
広
場

帰
時
間
　
午
前
　
時
　
分
〜
正
午
　

１０

３０

帰
内
容
　
模
擬
　
番
体
験

１１０

　
　
　
　
パ
ト
カ
ー
・
白
バ
イ
展
示

　
　
　
　
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

 
　
番
は
、
事
件
事
故
を
い
ち
早
く
警
察

１１０
に
知
ら
せ
る
た
め
の
緊
急
通
報
電
話
で
す
。

　
昭
和
　
年
に
制
定
以
来
、
市
民
の
皆
さ

２３

ん
と
警
察
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
し
て

広
く
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
　
番
通
報
は
、
全
て
警

１１０

察
本
部
の
通
信
指
令
課
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
番
通
報
を
受
理
す
る
と
、
内
容
を
確
認

１１０し
て
無
線
で
警
察
署
や
パ
ト
カ
ー
な
ど
の

警
察
官
に
、
現
場
急
行
を
指
示
し
ま
す
。

現
場
に
駆
け
つ
け
た
警
察
官
は
、
事
件
事

故
の
早
期
解
決
に
努
め
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
　
番
通
報
を
す
る
と
、
警
察

１１０

官
が
事
案
の
内
容
を
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、

慌
て
ず
落
ち
着
い
て
答
え
て
く
だ
さ
い
。

恭
　
番
通
報
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１１０
帰
「
わ
た
し
は（
名
前
・
住
所
・
電
話
）」

帰
「
い
つ
ご
ろ
」

帰
「
ど
こ
で
」

お
問
い
合
わ
せ
は

　
今
市
警
察
署
　
緯（
　
）０
１
１
０

２３

　
日
光
警
察
署
　
緯（
　
）０
１
１
０

５３

１
月
　
日
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番
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１０

１１０

〜
　
番
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ず
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ず
冷
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に
〜
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関
節
リ
ウ
マ
チ
は
関
節
症
状
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
身
症
状
と
し
て
疲

れ
や
す
さ
・
脱
力
感
・
体
重
減
少
・
食

欲
低
下
・
下
痢
・
便
秘
・
発
熱
な
ど
の

他
、
合
併
症
も
多
く
、
頻
度
が
多
い
も

の
に
次
の
よ
う
な
疾
患
が
あ
り
ま
す
。

①
悪
化
す
る
と
呼
吸
困
難
と
な
る
肺
繊

維
症
　
②
目
や
口
の
中
が
乾
く
シ
ェ
ー

グ
レ
ン
症
候
群
　
③
甲
状
腺
機
能
の
悪

化
　
④
う
つ
状
態
　
⑤
骨
粗
し
ょ
う
症

⑥
腎
障
害
　
⑦
心
障
害
な
ど
。

　
関
節
の
腫
れ
や
痛
み
が
強
い
状
態
が

続
く
こ
と
を
、
リ
ウ
マ
チ
の
活
動
性
が

高
い
と
い
い
ま
す
。
安
静
に
し
て
い
て

も
痛
み
が
あ
り
、
関
節
を
動
か
す
と
さ

ら
に
痛
み
が
強
く
な
り
ま
す
。
こ
の
時

期
に
は
全
身
と
関
節
の
安
静
、
十
分
な

睡
眠
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
一
日
一

回
は
関
節
が
動
く
範
囲
を
十
分
動
か
す

こ
と
が
大
切
で
す
。
リ
ウ
マ
チ
の
活
動

性
が
低
く
な
り
、
症
状
が
軽
い
と
き
は

普
通
に
日
常
生
活
を
送
れ
ま
す
が
、
過

労
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
リ
ウ
マ
チ

体
操
な
ど
を
適
度
に
行
う
と
関
節
の
変

形
や
こ
わ
ば
り
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
冷
や
す
と
関

節
痛
が
強
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、
夏
も

冷
房
の
風
が
直
接
当
た
る
の
を
避
け
、

関
節
の
保
温
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
比
較
的
若
い
女
性

に
多
い
た
め
、
妊
娠
・
出
産
・
授
乳
な

ど
を
心
配
す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

発
病
は
遺
伝
だ
け
で
は
な
く
、
必
ず
し

も
子
ど
も
が
発
病
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
必
要
以
上
に
心
配
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
関
節
リ
ウ
マ
チ

に
使
用
さ
れ
る
一
部
の
薬
剤
は
、
胎
児

に
奇
形
を
起
こ
す
確
率
が
高
く
、
妊
娠

前
後
の
使
用
は
不
適
当
で
す
。
妊
婦
に

も
胎
児
に
も
影
響
の
小
さ
い
薬
剤
を
選

択
し
ま
す
。
母
親
が
関
節
リ
ウ
マ
チ
で

あ
っ
て
も
薬
剤
を
服
用
し
て
い
な
け
れ

ば
、
授
乳
は
乳
児
に
全
く
害
毒
を
与
え

ま
せ
ん
。
ま
た
、
母
親
が
薬
剤
を
服
用

し
て
も
母
乳
に
移
行
す
る
の
は
１
〜
２

％
の
み
で
、
妊
娠
初
期
の
胎
児
へ
の
影

響
に
比
べ
れ
ば
授
乳
に
よ
る
影
響
は
小

さ
い
と
い
え
ま
す
。
一
般
に
治
療
に
使

わ
れ
る
消
炎
鎮
痛
剤
や
一
部
の
抗
リ
ウ

マ
チ
薬
、
極
少
量
の
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
な

ど
は
、
ほ
ぼ
安
全
に
使
用
で
き
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
産
科
の
主
治
医
あ
る

い
は
リ
ウ
マ
チ
専
門
医
と
よ
く
相
談
し
、

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
く
だ
さ
い
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
②

〜
合
併
症
と
生
活
〜

広報 にっこう １８

警
察
か
わ
ら
版

※
特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

◎
子
育
て
健
康
相
談
ｂ
ｙ
保
健
師

　
〜
確
か
め
て
 
ホ
ッ
ト
安
心
 
健
や
か
子
育
て
〜

と
　
き
　
１
月
９
日（
水
）　
午
前
　
時
　
分
〜
　
時
　
分

１０

１５

１１

４５

◎
親
子
ふ
れ
あ
い
歌
あ
そ
び
を
楽
し
も
う
外

と
　
き
　
１
月
　
日（
水
）　
午
前
　
時
　
分
〜
　
時
　
分

１６

１０

３０

１１

１５

◎
マ
マ
の
ミ
ニ
学
習
会
「
子
育
て
編
」

　
〜
親
子
で
楽
し
む
絵
本
の
世
界
〜

と
　
き
　
１
月
　
日（
火
）　
午
後
２
時
〜
３
時
　
分

２２

３０

講
　
師
　
 髙
 

た
か

 橋
  貴
  美
  子
 氏

は
し
 き
 
み
 
こ

申
込
期
限
　
１
月
　
日（
月
）

２１

◎
パ
パ
も
一
緒
で
う
れ
し
い
な
外

　
〜
鬼
の
お
面
作
り
と
豆
ま
き
〜

と
　
き
　
１
月
　
日（
日
）　
午
前
　
時
　
分
〜
　
時
　
分

２７

１０

３０

１１

４５

定
　
員
　
親
子
　
組（
先
着
順
）

２０

申
込
期
限
　
１
月
　
日（
水
）

２３

◎
マ
マ
の
ミ
ニ
学
習
会
「
か
ら
だ
編
」

　
〜
子
ど
も
の
病
気
〜

と
　
き
　
２
月
６
日（
水
）　
午
後
２
時
〜
３
時
　
分
３０

講
　
師
　
 吉
  原
  重
  美
 氏

よ
し
 は
ら
 し
げ
 み

申
込
期
限
　
２
月
４
日（
月
）

※
お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す
。

◎
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

　
〜
保
育
士
と
あ
そ
ぼ
う
外
〜

と
　
き
　
２
月
８
日（
金
）　
午
前
　
時
　
分
〜
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

定
　
員
　
家
族
　
組（
先
着
順
）

１００

申
込
期
限
　
２
月
６
日（
水
）

と
こ
ろ
・
申
込
先
・
く
わ
し
く
は

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎（
　
）２
２
９
９

２２

帰
「
ど
ん
な
事
件
・
事
故
か
」

帰
「
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」

帰
「
犯
人
の
特
徴
は
」

恭
イ
ベ
ン
ト
開
催

　「
　
番
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
１
月
　

１１０

１０

日
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

①
東
武
日
光
駅
舎
ロ
ビ
ー

帰
時
間
　
午
前
９
時
　
分
〜
　
時
　
分

３０

１０

３０

帰
内
容
　
模
擬
　
番
体
験

１１０

　
　
　
　
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

②
東
武
鬼
怒
川
温
泉
駅
前
広
場

帰
時
間
　
午
前
　
時
　
分
〜
正
午
　

１０

３０

帰
内
容
　
模
擬
　
番
体
験

１１０

　
　
　
　
パ
ト
カ
ー
・
白
バ
イ
展
示

　
　
　
　
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

 
　
番
は
、
事
件
事
故
を
い
ち
早
く
警
察

１１０
に
知
ら
せ
る
た
め
の
緊
急
通
報
電
話
で
す
。

　
昭
和
　
年
に
制
定
以
来
、
市
民
の
皆
さ

２３

ん
と
警
察
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
し
て

広
く
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
　
番
通
報
は
、
全
て
警

１１０

察
本
部
の
通
信
指
令
課
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
番
通
報
を
受
理
す
る
と
、
内
容
を
確
認

１１０し
て
無
線
で
警
察
署
や
パ
ト
カ
ー
な
ど
の

警
察
官
に
、
現
場
急
行
を
指
示
し
ま
す
。

現
場
に
駆
け
つ
け
た
警
察
官
は
、
事
件
事

故
の
早
期
解
決
に
努
め
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
　
番
通
報
を
す
る
と
、
警
察

１１０

官
が
事
案
の
内
容
を
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、

慌
て
ず
落
ち
着
い
て
答
え
て
く
だ
さ
い
。

恭
　
番
通
報
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１１０
帰
「
わ
た
し
は（
名
前
・
住
所
・
電
話
）」

帰
「
い
つ
ご
ろ
」

帰
「
ど
こ
で
」

お
問
い
合
わ
せ
は

　
今
市
警
察
署
　
緯（
　
）０
１
１
０

２３

　
日
光
警
察
署
　
緯（
　
）０
１
１
０

５３

１
月
　
日
は
、
　
番
の
日

１０

１１０

〜
　
番
 慌
て
ず
急
が
ず
冷
静
に
〜

１１０


